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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成30年6月7日(2018.6.7)

【公開番号】特開2018-21661(P2018-21661A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2017-95213(P2017-95213)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｍ  11/18     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  11/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  11/10     (2006.01)
   Ｆ１６Ｍ  11/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｍ  13/02     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/56     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｍ   11/18     　　　Ｚ
   Ｆ１６Ｃ   11/06     　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｃ   11/10     　　　Ｆ
   Ｆ１６Ｍ   11/04     　　　Ａ
   Ｆ１６Ｍ   13/02     　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｋ    5/02     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   17/56     　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｓ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    １００　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ４３０　
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５８１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月20日(2018.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子装置のための取り付けアセンブリであって、
　前記電子装置（１１）に取り付けられるように構成された取り付け部分（１２）、
　取り付け表面（１９）に取り付けられるように構成されたベース（１６）、並びに
　アーム（１４）であって、前記アーム（１４）を介して前記取り付け部分（１２）が前
記ベース（１６）に連結され、前記取り付け部分（１２）が、前記アーム（１４）に対し
て固定された状態でチルト可能なように前記アーム（１４）に連結され、前記アーム（１
４）が、前記アーム（１４）の長手方向軸に平行な回転軸（１８）の周りで、前記ベース
（１６）に対して固定された状態で回転可能なように前記ベースに連結されている、アー
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ム（１４）を備え、
　前記アーム（１４）がハウジングを備え、及び前記アーム（１４）がさらに、前記ハウ
ジングの内側に配置され、固定突起（３０）が設けられた、固定部材（２０）を備えるこ
とを特徴とし、
　調整部材（３２）を調整することによって、前記固定部材（２０）が前記ハウジングに
対して変位可能なように、且つ、前記固定突起（３０）が前記回転軸（１８）に対して半
径方向に変位可能なように、前記固定部材（２０）が、前記調整要素（３２）を介して前
記ハウジングに連結されており、
　前記ベース（１６）には、前記回転軸（１８）に対して一組の半径方向に延在する固定
溝（２２）が設けられており、並びに
　前記ハウジングに対する前記固定部材（２０）の変位、したがって、前記固定突起（３
０）の半径方向の変位に応じて、前記固定突起（３０）が、前記一組の固定溝（２２）内
の１つの固定溝（２２ａ）によって受け入れられ、それによって、前記アーム（１４）が
前記ベース（１６）に対して回転不可能に固定されるように、前記取り付けアセンブリが
構成されている、取り付けアセンブリ。
【請求項２】
　前記固定突起（３０）が、前記ベース（１６）に面する前記固定部材の表面上に設けら
れている、請求項１に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項３】
　前記ベース（１６）の前記一組の固定溝（２２）が、半径方向に延在する溝の円形アレ
イとして構成されている、請求項１又は２に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項４】
　前記一組の固定溝（２２）が、前記固定突起（３０）を受け入れるように配置された誘
導溝（４０）によって連結されている、請求項１から３のいずれか一項に記載の取り付け
アセンブリ。
【請求項５】
　前記ハウジングに対する前記固定部材（２０）の前記変位に応じて、前記取り付け部分
（１２）のジョイント部材（２４）が、前記アーム（１４）に対して位置的に固定される
ように、前記取り付けアセンブリが構成されている、請求項１から４のいずれか一項に記
載の取り付けアセンブリ。
【請求項６】
　前記アーム（１４）の前記ハウジングの内側に配置された楔部材（２３）と前記ハウジ
ングとの間で前記ジョイント部材（２４）を締め付けることによって、前記ジョイント部
材（２４）が前記アーム（１４）に対して位置的に固定されるように、前記取り付けアセ
ンブリが構成され、
　前記ジョイント部材（２４）を締め付けるための前記ハウジングに対する前記固定部材
（２０）の前記変位に応じて、前記楔部材（２３）が前記ジョイント部材（２４）に向け
て押し付けられるように、前記固定部材（２０）と前記楔部材（２３）の当接面部分が傾
斜している、請求項５に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項７】
　前記取り付け部分（１２）が、更に、前記アーム（１４）に対して固定された状態で回
転可能なように前記アーム（１４）に連結されている、請求項１から６のいずれか一項に
記載の取り付けアセンブリ。
【請求項８】
　前記取り付け部分（１２）が、ボールジョイントを介して前記アームに連結されている
、請求項１から７のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項９】
　前記固定突起（３０）の前記半径方向の変位が、前記回転軸（１８）に対して半径方向
外向きの変位である、請求項１から８のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項１０】
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　前記調整要素が、調整のために前記ハウジングの外側からアクセス可能なねじ（３２）
である、請求項１から９のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項１１】
　前記固定部材（２０）には、更なる固定突起が設けられており、
　前記調整部材（３２）を調整することによって、前記固定部材（２０）が前記ハウジン
グに対して変位可能なように、且つ、前記更なる固定突起が前記回転軸（１８）に対して
半径方向に変位可能なように、前記固定部材（２０）が、前記調整要素（３２）を介して
前記ハウジングに連結されており、
　前記ベース（１６）には、前記回転軸（１８）に対して更なる一組の半径方向に延在す
る固定溝が設けられており、及び
　前記ハウジングに対する前記固定部材（２０）の変位、したがって、前記更なる固定突
起の半径方向の変位に応じて、前記更なる固定突起が、前記更なる一組の固定溝（２２）
内の１つの更なる固定溝によって受け入れられるように、前記取り付けアセンブリが構成
されている、請求項１から１０のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項１２】
　前記固定部材（２０）が、金属などの導電性材料から作られている、請求項１から１１
のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項１３】
　前記取り付け部分（１２）が、約９０度の範囲内で、前記アーム（１４）に対して固定
された状態でチルト可能である、請求項１から１２のいずれか一項に記載の取り付けアセ
ンブリ。
【請求項１４】
　前記電子装置が、監視カメラ（１１）、熱センサ、ドアステーション、又はスピーカで
ある、請求項１から１３のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ。
【請求項１５】
　電子装置（１１）及び請求項１から１４のいずれか一項に記載の取り付けアセンブリ（
１０）を備える、システム。


	header
	written-amendment

